
⑳－  
NHSによる「機械化・自動化」の推進（4）  

例 材料・薬剤「電子収納庫」の導入推  
進  

・正確、セキュリティ重視の材料・薬剤データ  
管理  

・従事者・スタッフの作業の削減、  

・正確な材料・薬剤取り出し業務と補充業務  
の双方に対応  

・取出し指示がある材料、薬剤のみ電子的に  
扉、引き出しが開く。その他はロック  

・材料・薬剤トレーサビリティデータの正確な  

収集とデータ保存  

一標準バーコード読み取り機能に対応  

・バーコード未表示品に対して追加ラベル貼  

付可能  

材料・薬剤の取出し場面  

電子収納庫Pyxisの操作部分  

⑳－  
NHSによる「機械化・自動化」の推進（5）  

例 病棟の材料・薬剤の保  
管システムの導入推進   

一従事者の作業負荷の削減  

・正確な取り出し業務と補充業務の双  
方に対応  

・材料・薬剤トレーサビリティデータの  

正確な収集の実現  

・材料・薬剤の紛失や盗難の防止  

・バーコードスキャナ装備。標準バー  

コードによる管理可能   

●病棟には畳屋＿墓と亘艶茎の電子収  
納庫があり、別々の業務機能である  

壁面に設置された材料・薬剤電子収納庫（固定）  
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患者別投与引出しを持つ可搬式電子収納庫 誓                                                       ．封   



⑳1  NHSによる「機械化一自動化」の推進（6）  

例 外来薬局業務システム  
の導入推進  

一葉剤師は薬剤監査、チェックに専  
念できる  

イヒトができることはと卜に、機械  
ができることは機械に」という哲学  

・患者データと薬剤現品と帳票の  

三点を照合  

患者データと薬剤現品と帳票の三点を照合   

●EAN（＝JAN）バーコード管理  

●有効期限、ロット番号（製造番  
号）は、別途ピッキングロボットで管  

理されている  

‘珊瑚戦亀  



1  

英国の取組みのまとめ  

英国では、NHS傘下の購買供給庁が医療資材の発注、納  
品、支払い業務の標準化共通化のために、製品コードの標  
準化を強く推奨している。  

また、NHS傘下の医療関連施設に対して「自動化・機械化」  
の導入利用をサポートしている。  

感染症対策として鋼製器具への2次元データマトリックスに  
よるトレーサビリティ管理、資産管理がヨーロッパ諸国より先  
行先進している。  

ドイツのコード化の現状  
療鵬GSl．128   

薬品 PZNコード  

GSl－128バーコード   

PZN（PharmaZentralN。mber）7桁を  

病院ではGSl－128、PZN、EAN  
バーコードによる物流管理あり   



フランスのコード化の現状 
療機器GSl＿128   

機器メーカーの自主取組み、病  
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仏ロベールリベランジェ病院の  

鋼製器具トレーサビリティ管理  

⑳－  
手術室使用の器具トレーサビリティの実現  

薬 局  

トレーサビリティ  

埋め込み可能な医療機器  

物流  

［＝＝三＞  

滅菌部門  
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滅菌された医療器具】  

の物流  

＝＝三＞  プロセス  



⑳1  
データマトリックスによるレーザーマーキング  

個別の滅菌鋼製器具のトレーサビリティ管理のため  

長 所  

外注マーキング業者による表示。  

簡単に読み取り可能  

鋼製器具は業者が管理する  

●∴・・二・：  

外注処理のためトータルのマー  
キング時間がかかる  

ロベール・バランジ工病院中材部  

1 

スイスのコード化の現状  
医療機器GSl＿128   

医薬品 EANコード   

医療機器の標準コード  

の表示規制   な し  

医療機器   機器メーカーの自主取組み、輸   HIBCCが心臓  

GSl－128バーコード   出対応により、医療機器全体の  
病関連製品に  

表示  
70％～80％にGSl－128表示   

主対応がある        †な  

医薬品コードの義務化  なし。  

EAN（JAN）コード表示  

（独PZNも仏CIPも表示なし）  

病院での医療機器GSl－128バーコード利用  

報告はなし。鋼製器具のレーザーマーキング  

利用報告もなし  

娘駄蔀毒 u笥饗瑚義男酢   
章去                                         医療機関での利用                           職餅肌1喝Ⅷ喋ダ  
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カナダのコード化の現状  

来春からの米国FDAの医療機器   

コード、事業所・場所識別コード、  

病院での医療機器GSl－128バーコード利用  

1  米国の標準化の取組み（1）  

・オバマ政権制定の「米国再生・再投資法ARRA2009」で業界に200億ドル（2   

兆円）が予算化。医療汀構築、全米医療情報ネットワーク等が各方面で導   
入推進されている。業界は活性化。  

・製造業、ディストリビュータ、卸販売業、医療機関、そして行政機関のミッショ   
ンは「患者安全Jである。「患者安全」の実現は、上記の五者間において共   
通目標であり、利害衝突はない。  

リベーコード表示率  

医療機器にはGSl－128バーコード  約30～40％  

医薬品には UPCバーコード、RSSバMコード 計80％  
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⑳1  
AdvaMedはUDl導入準備完了を宣言  

FDAによる医療機器へのユニークデ／〈イス識別（UDt）の表示義務化（2010年   

4月予定）に対して、米国先進医療機器工業会（AdvaMed）はUD．の導入は   

準備完了を2009年6月に会議発表済み。  

1米国の標準化の取組み（2）  

FDAの医療機器ユニークデ／〈イス識別規制に同期して、医療機器メーカー   

各社は  

製品識別コード  

事業所・場所識別コード  

についてそれぞれ表示期限を決めて導入計画つくり準備中である。  

・製品識別コード  

＝グローバルトレードアイテムナンバーGTIN 期限 2012年末  
＝医機連採用、厚労省通知に同じ   

一事業所・場所識別コード  

＝グローバルロケーションナンバーGLN  期限 2010年末  
＝国内業界の標準化なし  
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